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問　〒８９５―２５２１　伊佐市大口鳥巣４５０番地　伊佐市医師会立准看護学校　☎㉒８８０２

ＹＯＵＲ　ＦＵＴＵＲＥ

実習「救急の日」に伴う想定訓練

「卒業を迎えるにあたって」   奥平  千春

　長いようで、あっという間に過ぎた 2 年間でした。
入学当初、希望、不安を抱いていたことをなつかし
く思います。幅広い年齢の中でしたが、それに関係
なく楽しい学校生活を送ることができたと思います。
　授業では、聞き慣れない言葉が多く、何度も教科
書を読み返したり、ノートに書いたりし、つめ込む
だけで必死で、実習では、事前、課題に追われ、寝
れない日もあり、何度もやめたいと思う事がありま
した。
　しかし友達の励ましや、話をすることで、がんば
ろうと思え、同じ目標を持つ仲間の大切さも知るこ
とができました。
　私は、委託病院がなく、看護職については全く経
験がなかったので、実習がとても不安でした。その
ため、知識だけはつめ込んでおこうと思い、前日、
事前を書き勉強をして行くようにしましたが、質問
にうまく答えることができなかったり、実際に行う
のとでは全く違い、とまどう事が多く、離れて見て
いるということが多かったように思います。だから
指導ナースの方から「見ているだけで何が学べる？
せっかく実習に来ているのだから、積極的に動きな
さい。そのために勉強してきてるのでしょ」と指導
を受け、担当の方に、１つ１つ相談をし、経験をさ
せて頂きました。
　看護について、たくさん学ぶことがあり、学ぶこ
との大切さ、難しさを感じました。
　卒業にあたり、免許を頂き、実際に働くことにな
りますが、卒業で終わりではなく、これから看護を
行う間ずっと学んでいくのだということを忘れない
ようにしたいです。

< 伊佐市医師会報 第 197 号から >

「入学にあたって」    新屋敷  みゆき   

　准看護学校に入学するという一つ目の夢が 3 年越
しに叶いました。
　きっかけは、母と祖母の長期入院でした。私が小学
校 6 年の時に、母がガンで他界し、3 年前に祖母もガ
ンで他界しました。
　毎回お見舞いに行くと、悲しい、つらい顔を見てい
ました。母は私がまだ幼かったのであまり記憶があり
ませんが、息を引き取る直前の光景は今でも鮮明に覚
えています。
　主治医の先生、看護師さんが懸命に処置をする姿は
どうか助けて下さいの気持ちしか 12 才の私にはあり
ませんでした。
　それから 18 年程経ち、今度は祖母が乳ガンになり、
認知症になり、足も骨折し自宅では生活出来ない状態
だったので介護施設と病院との往復になりました。祖
母は私の母でもあり、また私も母になった今、親のあ
りがたさを痛感していたので私が守ってあげなくては
と思い仕事が早く終われば１時間半かけて病院に行き、
その日の出来事を語り、ひざの運動をさせたり、とに
かく笑ってくれる事を心掛けていました。祖母は毎回、

「ありがとう。早く帰りたいがよ。」と言っていました。
　病院生活は決して楽しいものではありません。もし、
私が看護師だったら、もっと早く身の回りのお世話が
出来たり、話す内容も祖母にとって理解しやすいよう
に説明できたのではないかと思います。
　私はこのような後悔を無くすために看護師を目指し
ます。すばらしい先生方がいらっしゃるこの伊佐市医
師会立准看護学校で勉強が出来る事をありがたく思い
ます。
　私の家族を含めまわりの人が病気になったりケガを
しても的確な判断が出来、安心して頼れる看護師、ま
た、見本になれる様な看護師になりたいと思います。      

< 伊佐市医師会報 第 198 号から >

いま、その一歩を踏み出すとき

学 　 校
だ よ り
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「看護師になりたい」 夢を実現するために 

世代を超えて一緒に学びませんか。社会人になってからでも挑戦できます。

■教育理念    愛・喜び・感動 ■校長あいさつ

■学校案内

　思いは必ず相手に伝わるものであ
る。愛情があれば対象を大事に思い、
一生懸命尽くす心が育つ。常に目的
意識を持って、学習や実習に臨み、
目標達成感の喜びを味わう。頑張れ
ば感動、在学２年間においてひとつ
でもたくさんの感動に出会える教育
現場でありたい。

学　　科　准看護学科２年課程
定　　員　32 人（１学年）
授業科目
○基礎（国語・英語・数学等）
○専門基礎（人体の仕組みと働き等）
○専門科目（基礎看護等）
出校日及び授業時間
月・火曜日　13 時～ 17 時
水・木・金曜日   11 時 20 分～ 17 時 
※季節その他の都合で変更あり。
入学金及び授業料
入学金：管内一括 20,000 円
　　　　管外一括 40,000 円   
授業料：月額 25,000 円
生徒積立金：
　5,000 円 ×20 回分（一括または分割）
会館運営費：管内月額 5,000 円
　　　　　　管外月額 10,000 円

工藤英二（大口病院長）
　本校は、昭和 39 年４月に大口医
師会立准看護学院として開校しまし
た。昭和 48 年からママさん学生、昭
和 56 年から男子学生が入学するよう
になり、平成 21 年４月に「伊佐市医
師会立准看護学校」と改称しました。

　これまで本校で学んだ学生には、アルバイトをしなが
ら、または子育てや介護と大変な思いをしながら通った
ものもおります。それぞれの事情を抱えながらも、夢み
て努力を続けた卒業生は 1,200 人以上います。あなた
が入学して過ごす２年間、知識や技術の習得はもちろん
のこと、看護の基本精神に基づく心の育ちを、教職員一
同一生懸命応援いたします。
　夢を実現させたいあなたの入学を心よりお待ちしてお
ります。

募集期間　11 月２日（月）～ 30 日（月）
入学試験　12 月５日（土）受付８時 30 分～ 50 分
合格発表　12 月９日（水）
試験科目等　国語（高校卒業程度）・一般常識（簡単な計
　　　　　算問題含む）・作文・面接
※上履き、昼食は各自準備。
提出書類
○入学願書（本校所定）、写真を添付
○高校卒業（卒業見込み）証明書・高校成績証明書
○受験料 10,000 円
○返信用封筒に住所・氏名を記入し 82 円切手を貼った
　もの
願書請求　返信用封筒（長形３号）に住所・氏名を記入
　　　　　し 82 円切手を貼って請求してください。

ＳＣＨＯＯＬ　ＯＦ　ＮＵＲＳＩＮＧ

■学生募集
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たくさんのご意見ありがとうございました

　学校跡地等利用検討委員会では、旧山野中学校の校舎等利用の
方針が決まるまで校舎等の一部を貸し出します。
　利用を希望する人はご応募ください。 

募集期間　11 月２日（月）～ 12 月１日（火）
　　　　　　※郵送の場合は当日消印有効
応募資格
◎市内に在住または通勤している人
　（個人・団体は問いません）
◎【利用条件】①～④すべてを満たす人
応募方法
　応募用紙に記入のうえ、いずれかの方法で
提出するか持参してください。
○郵　送　〒８９５―２５１１
　　　　　伊佐市大口里１８８８番地
　　　　　伊佐市役所企画政策課政策第１係
○ＦＡＸ　０９９５・２２・５３４４　
○メール　seisaku@city.isa.lg.jp	
応募用紙設置場所
・市民課（大口庁舎） ・地域総務課（菱刈庁舎）
※市ホームページからもダウンロードでき
　ます。　

皆さまからのアイデアをもとに【大口南中学校跡地利用の方針】が決まりました。
「子育てにやさしいまちづくり」･「多世代・ 多地域間交流」･「地域産業の活性化」

を目的とした多機能拠点として利用します。

【アイデアの内容】
▪「交流の拠点」として活用（39 件）	 　　　　  ▪「子育て・教育の拠点」として活用（23 件）
▪「産業振興の拠点」として活用（20 件）　　　  ▪「スポーツの拠点」として活用　（10 件）
▪「防災の拠点」として活用（４件）　　　　　  ▪「コミュニティの拠点」として活用（２件）
▪「福祉の拠点」として活用（２件）　　　　　  ▪「定住促進の拠点」として活用（１件）
※趣旨を損なわない範囲で要約しています。詳しくは、市ホームペーシﾞをご覧ください。

【提出者数】　27 人	                                     【アイデアの件数】　101 件

　１月から２月にかけて「山野中学校」・「大口南中学校」の跡地利用についてアイデアを募集したと
ころ、次のとおりたくさんのご提案・ご意見をいただきました。

問い合わせ先　企画政策課政策第１係　☎㉓１３１１

【利用条件】　

①電気料は原則利用者負担とし、利用者側 

　で電気を引くこと

②使用料を納めること

③市税等の滞納がないこと

④平成 28 年度末までの利用期限を守るこ

　と

【その他】
 ・浄化槽は単独槽ですので、食品の加工等
　には不向きです。
 ・建築から 42 年経過しており、耐用年数
　（47 年）まで残り５年です。
 ・貸し出すための改修等はしません。
 ・貸し出すスペース（教室）は、指定した
　部分に限ります。

　詳しくはお問い合わせください。

旧山野中学校の校舎等を利用する人を募集します
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平成 27 年 8 月 1 日号「広報いさ」原稿 

 

 

国民文化祭「いさ演劇祭」事業紹介② 

 

国民文化祭・かごしま 2015 伊佐市主催事業「いさ演劇祭」上演作品 

 

『紙屋悦子の青春』 
作：松田正隆（マレビトの会）  演出：永山智行（劇団こふく劇場） 

 

ほぼ全編にわたり鹿児島の方言で展開される、出水市米ノ津が舞台の名作演劇を上演します。 
出演は、伊佐市内等の小学生から高校生までの１０代を中心としたメンバーが担います！ 
上演は 11 月 7 日（土）・8 日（日）、会場は伊佐市文化会館です。（詳細は 9 月発表予定） 

 

 

 

 

※ ７月１日号 市報の国文祭関係記事に誤記がありました。お詫びして訂正します。 

 

（誤） 国民文化祭・かごしま演劇祭 伊佐市主催事業「いさ演劇祭」上演作品 

伊佐市を題材にした創作劇 『カンヅメ少年と 「いざ！」いさ宝探しの旅』 

 

（正） 国民文化祭・かごしま 2015 伊佐市主催事業「いさ演劇祭」上演作品 

伊佐市を題材にした創作劇 『カンヅメ少年と 「いざ！」いさ宝さがしの旅』 

 

『紙屋悦子の青春／ 2015、さくら高校、屋上。』

全公演　入場整理券配布終了

　鹿児島を舞台に戦中下の日常を描いた舞台の名作。
　伊佐市内の 10 代を中心としたメンバーで上演します。
日　時（３回公演）
11 月７日　　18 時 30 分（18 時開場）
11 月８日　　① 11 時（10 時 30 分開場）
　　　　 　　 ② 15 時（14 時 30 分開場）
会　場　伊佐市文化会館 大ホール舞台上特設小劇場

土

日

『カンヅメ少年と「いざ！」いさ宝さがしの旅』
　これを観れば伊佐の歴史がわかる。伊佐の特産品
や建物などが、かぶりモノキャラクターで登場。
日　時（２回公演）
11 月 14 日　　 13 時 30 分（13 時開場）
11 月 15 日　 　13 時 30 分（13 時開場）
会　場　伊佐市文化会館 大ホール

日

土

《入場整理券 配布場所》
○伊佐市文化会館
○大口ふれあいセンター１階
○菱刈図書館（いきがいセンター）
○菱刈環境改善センター 
○伊佐市役所大口庁舎および菱刈庁舎

入場無料ですが、入場整理券が必要です。

問い合わせ先　文化スポーツ課文化係　☎㉓１３１１

残りわずか、お早めに

詳しくは、市ホームページ「いさ演劇祭」特設ページをご覧ください。

※ 未就学児童の入場はできません。
※ 入場整理券は無料です。（日時指定あり）
※ 整理券配布は無くなり次第終了し、当日 
　券はありません。

「いさ演劇祭」いよいよ開催！

国 民 文 化 祭 伊 佐 市 主 催 事 業  

榎木孝明氏 講演会

入場整理券配布終了

日　時　11 月 9 日
　　　　14 時 
会　場　大口高等学校体育館
演　題　「私とふるさと（仮）」
※ グッズ販売及びサイン会もあります。

月
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日付 場所 時間

11
月
26
日
（
木
）

 旧中央公民館跡（西冨士横）       9:00 ～         9:10

 渕辺三叉路 10:00 ～ 10:10

 旧伊佐農協平出水支所 10:30 ～ 10:40

 平出水上公民館 11:00 ～ 11:10

 平原（安田ヨシ子様宅下） 11:30 ～ 11:40

 猩々公民館 13:00 ～ 13:10

 尾之上公民館 13:35 ～ 13:45

 小川内公民館 14:05 ～ 14:15

 旧山野中学校 14:40 ～ 14:50

11
月
27
日
（
金
）

 大島南公民館前広場（みゆき公園）       9:00 ～         9:10

 針持青少年センター       9:35 ～         9:50

 山神公民館 10:20 ～ 10:30

 田代公民館 10:50 ～ 11:00

 釘野々公民館 11:20 ～ 11:30

 堂山公民館 11:50 ～ 12:00

 田原公民館 13:10 ～ 13:20

 場ノ木ゴミ収集所前 13:40 ～ 13:50

 青木元地区教育集会所 14:10 ～ 14:20

 前目公民館 14:40 ～ 14:50

11
月
30
日
（
月
）

 木ノ氏公民館       9:00 ～         9:10

 一ノ渡瀬（赤池弘徳様宅前）       9:30 ～         9:40

 笹野（市野瀬武経様宅） 10:00 ～ 10:10

 鉱業所事務所前 10:30 ～ 10:40

 白ヶ谷（永野商店前） 11:00 ～ 11:10

 牛尾公民館　 11:30 ～ 11:40

 小木原中公民館 13:00 ～ 13:10

 石井公民館 13:30 ～ 13:40

 旧布計駅跡地　 14:20 ～ 14:30

 山野基幹集落センター 14:50 ～ 15:00

12
月
1
日
（
火
）

 城下公民館       9:00 ～         9:10

 下荒田公民館       9:40 ～         9:50

 荒田下バス停留所前 10:20 ～ 10:30

 比良地区集会施設 11:00 ～ 11:10

 小川添公民館 11:30 ～ 11:40

 瓜之峰公民館 13:00 ～ 13:10

 本城地区集会施設 13:30 ～ 13:40

 旧 JA 伊佐川南出張所 14:20 ～ 14:30

 菱刈総合保健福祉センター（まごし館） 14:50 ～ 15:10

12
月
2
日
（
水
）

 ドラッグストアモリ大口店       9:00 ～         9:10

 春村公民館       9:40 ～         9:50

 小木原上中公民館 10:10 ～ 10:20

 上林商店倉庫（旧農協郡山出張所） 10:50 ～ 11:00

 大口元気こころ館（多目的ホ－ル前） 11:20 ～ 11:45

日付 場所 時間

11
月
13
日
（
金
）

 北さつま農協東支所       9:00 ～         9:10

 多々良石公民館       9:30 ～          9:35

 上青木東バス停       9:50 ～ 10:00

 上青木中公民館下 10:20 ～ 10:30

 上市山集会施設 10:50 ～ 11:00

 東市山集会施設 11:20 ～ 11:30

 下市山集会施設 11:50 ～ 12:00

 元町団地内（大口） 13:10 ～ 13:20

 原田（深渡瀬ミヨ子様宅） 13:40 ～ 13:50

 大口元気こころ館（多目的ホ－ル前） 14:10 ～ 15:10

11
月
16
日
（
月
）

 田中中公民館       9:00 ～           9:10

 田中上集会施設       9:30 ～         9:40

 徳辺下集落センター 10:00 ～ 10:10

 楠本集会施設 10:35 ～ 10:45

 新川集落センター 11:10 ～ 11:20

 小路集会施設 11:40 ～ 11:50

 徳辺上集落センター 13:10 ～ 13:20

 ひまわり館 13:40 ～ 13:50

 産野集会施設 14:10 ～ 14:20

 田中ふるさと館 14:40 ～ 14:50

11
月
24
日
（
火
）

 北さつま農協駅前支所      9:00 ～         9:10

 下ノ木場（帖佐商店横）      9:30 ～         9:40

 馬渡公民館 10:00 ～ 10:10

 羽月西青少年センター 10:30 ～ 10:40

 宮人公民館 11:00 ～ 11:10

 八代公民館 11:30 ～ 11:40

 下手下集会施設 13:00 ～ 13:10

 花北営農研修センター 13:30 ～ 13:40

 永尾（鹿児島トヨペット駐車場） 14:10 ～ 14:20

 水ノ手公民館 14:40 ～ 14:50

11
月
25
日
（
水
）

 鳥巣上公民館（旧農協鳥巣出張所） 10:00 ～ 10:10

 富士福祉館 10:30 ～ 10:40

 白木農村公園 11:00 ～ 11:10

 羽月北小学校 11:30 ～ 11:40

 辺母木公民館 13:00 ～ 13:10

 田代（溝口民哉様宅） 13:25 ～ 13:35

 川岩瀬公民館 13:50 ～ 13:55

 湯ノ谷公民館 14:10 ～ 14:20

 羽月地区公民館 14:40 ～ 15:00

日付 場所 時間

11
月
9
日
（
月
）

 伊佐市役所（大口庁舎）中庭       9:00 ～         9:20

 薬師公民館       9:40 ～         9:50

 重留南集落センター 10:10 ～ 10:20

 下名集会施設 10:40 ～ 10:50

 前目麓営農研修センター 11:20 ～ 11:30

 大山酒造前 11:50 ～ 12:00

 岩坪営農研修センター 13:20 ～ 13:30

 楠原集会施設 13:50 ～ 14:00

 柳野三叉路 14:20 ～ 14:30

 南永校区コミュニティセンター 14:50 ～ 15:00

11
月
10
日
（
火
）

 下殿公民館       9:00 ～         9:10

 北さつま農協曽木支所       9:40 ～          9:50

 川西公民館 10:20 ～ 10:30

 針牟田（宮下勝治様宅前） 10:50 ～ 11:00

 荻原公民館 11:20 ～ 11:30

 西太良地区コミュニティセンター 11:50 ～ 12:00

 堂崎広報研修館 13:20 ～ 13:30

 金波田公民館 14:00 ～ 14:10

 山之口（三宅正子様宅庭） 14:40 ～ 14:50

11
月
11
日
（
水
）

 戸切（旧小田原ストアー駐車場）       9:00 ～         9:10

 山ノ口三叉路       9:30 ～         9:40

 篠原公民館 10:00 ～ 10:10

 上目丸（西恒良様宅前） 10:40 ～ 10:50

 下目丸公民館 11:10 ～ 11:20

 元町第一駐車場 11:50 ～ 12:00

 浜里公民館 13:20 ～ 13:30

 木崎自治会館 13:50 ～ 14:00

 園田公民館 14:20 ～ 14:30

 旧大田グラウンドゴルフ場 14:50 ～ 15:00

11
月
12
日
（
木
）

 下手上多目的集会施設       9:00 ～           9:10

 荒瀬多目的集会施設       9:35 ～         9:45

 山下・鵜泊青少年会館 10:05 ～ 10:15

 猶原地区集会施設 10:40 ～ 10:50

 平沢津集落集会施設 11:10 ～ 11:20

 湯之尾校区集会施設 11:40 ～ 11:50

 築地集会施設 13:10 ～ 13:20

 共進地区教育集会所 13:40 ～ 13:50

 麓後集会施設 14:15 ～ 14:25

 菱刈総合保健福祉センター（まごし館） 14:45 ～ 15:00

問い合わせ先　健康長寿課健康推進係　☎�１３１１

　平成 27 年度結核検診（レントゲン間接撮影）を次の日程で行います。
65 歳以上の人（昭和 26 年４月１日までに生まれた人）が対象になります。
受診票がなくても当日受診でき、受診料は無料です。	
　なお、８月に実施した肺がん検診を
受診した人は、結核検診を受診する
必要はありません。
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公用車を売却します
　市が使用していた公用車を売却します。入札参加希望者は、次の事項に注意して一般競争入札に参
加してください。
入札参加申込書　①受付期間　11 月２日（月）～ 12 日（木）※ 土日、祝日を除く。
　　　　　　　　②配布場所　会計課（市役所大口庁舎１階）
　　　　　　　　③提出方法　郵送及び持参
開札日時　11 月 19 日（木）10 時　
売買代金の納入　市が発行する納入通知書により契約時に全額納入
そ の 他　入札物品の落札者への引き渡し方法は現状渡しとし、引き渡し後の不調や故障についての
　　　　　保障はしません。また、引き渡しに係る経費は落札者の負担とします。
　詳しくは、市ホームページご覧いただくか、お問い合わせください。
提出・問い合わせ先　会計課管理係　☎㉓１３１１

※最低売却価格は消費税込み。

物品１ 物品２ 物品３ 物品４ 物品５
車　名 スズキ スズキ スズキ ダイハツ トヨタ
形　式 E-CR22S V-HC11V E-CR22S E-L200S KC-BU140 改

種別・用途 軽乗用 軽貨物 軽乗用 軽乗用 普通貨物
車体形状 箱形 バン 箱形 箱形 バン

初 年 度登録年月 平成５年－月 平成７年－月 平成５年－月 平成６年－月 平成７年８月
車検満了日 平成 27 年 3 月 10 日 平成 27 年 7 月 29 日 平成 29 年 3 月 10 日 平成 27 年 10 月 15 日 平成 27 年 8 月 29 日

走行距離（km） 127,109 123,712 128,667 146,251 199,435
総排気量（Ｌ） 0.65 0.65 0.65 0.65 3.43

燃　料 ガソリン ガソリン ガソリン ガソリン 軽油
車体色 紺 紺 紺 白 緑
変速機 ＡＴ ＡＴ ＡＴ ＡＴ ＭＴ

最低売却価格 1,000 円 1,000 円 1,000 円 1,000 円 70,000 円

備　考 Ａ / Ｃ　不良 Ａ / Ｃ、水温計、 
ﾊﾟﾜｽﾃﾓｰﾀｰ 不良

いさ花募金
　８月に発生した台風の影響で、忠元公園の桜が倒木や枝折れ等の大きな被害を受けました。このこ
とを知った伊佐市ゆかりの方々から「支援したい」との申し出が多数あり、市では「いさ花募金」の
受付口座を開設しました。お寄せいただいた寄付は、苗木購入、花木の維持管理費に充てられます。
　本募金の趣旨にご賛同いただき、多くの皆さまのご協力をお願いします。
送金方法　全国の郵便局から募金できます。※青い用紙を使うと手数料がかかります。
次の場所にある赤い用紙を使うと手数料はかかりません。
○市役所大口庁舎・菱刈庁舎　○大口ふれあいセンター
○各コミュニティ協議会
金　　額　一口 1,000 円　※ 何口でも募金できます。
振替口座　０１７７０―０―１２９０９４　　口座名義　いさ花の会
※受付期限はありません。
　寄付金は「いさ花の会」が責任をもってお預かりし、寄付件数や収支
については市ホームページ上で公表します。
問い合わせ先　「いさ花の会」事務局（伊佐ＰＲ課内）　☎㉙４１１３

公売物品一覧
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　地域における人と農地の問題を解決するための未来の設計図「人・農地プラン」（平成 25 年 3 月
作成・平成 26 年 3 月更新・平成 27 年 3 月更新）をさらに見直すため検討会を開催します。
　農業に関わる人はご参加ください。

プラン作成地区 期　日 時　間 会　場
 山野 11 月 12 日（木） 10：00 ～ 11：00   山野基幹集落センター  ホール

 平出水 11 月 12 日（木） 13：30 ～ 14：30   平出水 いなほ館
 大口東 11 月 17 日（火） 10：00 ～ 11：00   大口東青少年センター

 牛尾 11 月 17 日（火） 13：30 ～ 14：30   大口温泉高熊荘  大広間
 大口 11 月 19 日（木） 10：00 ～ 11：00   大口ふれあいセンター  ３階多目的ホール
 羽月 11 月 19 日（木） 13：30 ～ 14：30   羽月校区公民館  ホール

 羽月西 11 月 25 日（水） 10：00 ～ 11：00   羽月西青少年センター
 曽木 11 月 25 日（水） 13：30 ～ 14：30   西太良地区コミュニティセンター  ホール
 針持 11 月 27 日（金） 10：00 ～ 11：00   針持青少年センター
 田中 11 月 27 日（金） 13：30 ～ 14：30   田中校区集会施設  多目的ホール

 湯之尾 12 月    １日（火） 10：00 ～ 11：00   湯之尾校区公民館  和室会議室（大）
 菱刈 12 月    １日（火） 13：30 ～ 14：30   菱刈環境改善センター  ２階会議室

 本城・南永 12 月    ２日（水） 10：00 ～ 11：00   本城校区集会施設  研修室

問い合わせ先　農政課農政第２係　☎㉓１３１１

人・農地プラン検討会

申込・問い合わせ先　財政課管財係（大口庁舎２階）　☎㉓１３１１

物件番号 所在地 地目 面　　積 最低価格

1
  伊佐市大口大田 750 番 2 宅地     171.82 ㎡（    52 坪） 

　2,940,000 円
  伊佐市大口大田 750 番 8 宅地     186.78 ㎡（    56 坪） 

2   伊佐市大口大田 750 番 7 宅地     258.29 ㎡（    78 坪） 　1,910,000 円 
3   伊佐市大口上町 12 番 13 宅地     167.44 ㎡（    50 坪） 　2,960,000 円
4   伊佐市大口上町 37 番 9 宅地     145.98 ㎡（    44 坪） 　2,460,000 円 
5   伊佐市大口上町 27 番 3 宅地     223.66 ㎡（    67 坪） 　5,240,000 円 
6   伊佐市菱刈川北 2081 番 3 宅地         98.09 ㎡（    29 坪）  　   620,000 円
7   伊佐市菱刈重留 1438 番 5 宅地     745.21 ㎡（225 坪） 　3,910,000 円

　平成 27 年 6 月 1 日に公告した伊佐市公有財産（土地）売払いについて、引続き実施しています。
なお、公売物件の所在地図や現地写真は市ホームページをご覧ください。

伊佐市の土地が最低価格で購入できます
先着順に受付中

問い合わせ先　伊佐ＰＲ課交流ＰＲ第１係　☎㉙４１１３
ピッ

受付期限　平成 28 年２月 29 日（月）
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　県では、産業廃棄物の不法投棄等の根絶を図るため、
毎年 11 月を「不法投棄防止強調月間」と定めています。
期間中は、不法投棄防止の啓発活動や不法投棄防止パ
トロール等を強化しています。
　不法投棄は重大な犯罪です。この機会に一人ひとり
が、「不法投棄をしない。させない。見つけたらすぐ
電話を」という意識を持ち、不法投棄のない住みよい
地域をつくりましょう。産業廃棄物の不法
投棄を発見したら、ご連絡ください。
連絡・問い合わせ先
県庁廃棄物・リサイクル対策課
　☎０９９・２８６・３８１０
環境政策課環境保全係
　☎㉒１０６０

不法投棄防止強化月間鹿児島県最低賃金

　年齢に関係なく、パートや学生アル
バイトなどを含め、すべての労働者が
対象となります。
　使用者も、労働者も賃金が最低賃金
以上であるか、必ず確認しましょう。
問い合わせ先
鹿児島労働局労働基準部賃金室

☎０９９・２２３・８２７８

県最低賃金　６９４円（時間額）

　使用者も
　労働者も

必ずチェック！

指宿のがん陽子線治療費の一部助成
　鹿児島県では、平成 23 年４月から「陽子
線治療」を受けやすい環境を整備するため、
銀行などから治療費の借入を行った場合の利
子の一部を助成する制度をはじめています。

問い合わせ先　一般財団法人メディポリス医学研究財団　メディポリス国際陽子線治療センター
　　　　　　　※ 旧名称「メディポリスがん粒子線治療研究センター」（5 月 1 日に名称を変更）
　　　　　　　鹿児島県指宿市東方５１８８番地　HP：http://www.medipolis.org

☎０９９３・２３・５１８８

相談窓口
◎メディポリス国際陽子線治療
　センター（指宿）
　☎０９９３・２４・３４５６
◎オフィス鹿児島（鹿児島市加治屋町）
　☎０９９・２１０・７６１５

《陽子線治療とは》
　水素の原子核を利用した放射線治療の一つ
で、がん病巣を狙い撃ちし、周辺の正常な組
織への影響を最小限に抑えることができるた
め、副作用も少なくてすみます。
　また、治療中に熱や痛みを感じることはな
く、１日 20 分程度の治療を受けるだけです。
＜ 2015 年７月末現在の患者数  1,518 人＞

《治療できる臓器》
　頭頸部・肺・肝臓・膵臓・腎臓・前立腺が
ん　など
※胃や十二指腸、大腸などの消化管および
　これらに接する卵巣などの臓器、膀胱は対
　象外。

《治療費》
○陽子線治療にかかる費用は全額自己負担。
○がんの種類・大きさ、照射回数に関係なく
　１治療に対する治療費。

対象者　県内在住の患者または家族等
対象借入金　借入金のうち陽子線治療相当分
利子補給率　６% 以内
利子補給期間　5 年以内
その他　所得制限あり
問い合わせ先　県庁地域医療整備課

☎０９９・２８６・２６９３
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■詳しくは「ｉ広報紙 http://ikouhoushi.jp/」をご覧ください

▼統一 QR ｺｰﾄﾞ広報紙をもっと身近に

1　　広報いさ お知らせ版　2015.10.15

大地の恵みを 人が奏でる だれやめの郷

広報

【お知らせ版】

お
知
ら
せ

　
６
次
産
業
化
と
は
、
地
域
資
源
を
有
効
に

活
用
し
、
農
林
漁
業
者
が
こ
れ
ま
で
の
原
材

料
供
給
者
と
し
て
だ
け
で
な
く
、
自
ら
加
工

（
第
２
次
産
業
）、

販
売
（
第
３
次
産
業
）
に

取
組
み
、
経
営
の
多
角
化
を
進
め
る
こ
と
で
、

農
林
漁
業
の
雇
用
確
保
や
所
得
の
向
上
を
め

ざ
す
こ
と
で
す
。

補
助
対
象
者

　
６
次
産
業
化
に
取
組
む
個
人
・
団
体

補
助
対
象
経
費

　
６
次
産
業
化
に
必
要
な
備
品
購
入
費
や
修

繕
料
な
ど

補
助
額
及
び
補
助
率

　
上
限
１
０
０
万
円
、
補
助
対
象
経
費
の
２

分
の
１
以
内

問
い
合
わ
せ
先

農
政
課
農
政
第
１
係

　
　
　
☎
㉓
１
３
１
１

　
高
齢
者
世
帯
を
中
心
に
訪
問
し
高
額
な
物

品
の
販
売
や
家
の
設
備
等
の
契
約
を
せ
ま
る

悪
質
な
業
者
が
急
増
し
て
い
ま
す
。
契
約
す

る
と
き
は
内
容
を
よ
く
確
認
し
、
家
族
な
ど

に
相
談
を
す
る
な
ど
し
て
納
得
し
て
契
約
す

る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
先

市
民
課
人
権
啓
発
・
市
民
相
談
係
（
消
費
生

活
相
談
）　

　
　
　
　
　        

☎
㉓
１
３
１
１

農
林
水
産
業
の
６
次
産
業
化
を
支
援

高
齢
者
を
狙
っ
た
悪
質
な
訪
問
販
売

に
ご
注
意
く
だ
さ
い

　
調
査
内
容
は
、
厳
重
な
個
人
情
報
保
護
の

下
、
集
計
さ
れ
ま
す
。

　
平
成

28
年
２
月
に
人
口
・
世
帯
数
の
速
報

結
果
が
公
表
さ
れ
、
全
国
及
び
市
区
町
村
ご

と
の
最
新
の
人
口
・
世
帯
数
が
分
か
る
予
定

で
す
。
総
務
省
統
計
局
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（h

ttp:w
w

w
.stat.go.jp/

）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
調
査
結
果
は
、
少
子
高
齢
化
、
地
域
活
性

化
な
ど
、
私
た
ち
の
暮
ら
し
の
た
め
に
役
立

て
ら
れ
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

企
画
政
策
課
政
策
第
１
係

　
☎
㉓
１
３
１
１

平
成

27
年
国
勢
調
査
に

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　
食
味
計
に
よ
る
一
次
審
査
の

得
点
上
位
５
人
が
二
次
審
査
に
進
出
。

伊
佐
ふ
る
さ
と
祭
り
（

11
月
７
・
８
日
＝
菱

刈
農
村
公
園
）
会
場
に
て
、
来
場
者
に
よ
る

試
食
・
投
票
で
優
勝
者
を
決
め
ま
す
。

　
出
品
希
望
の
人
は
、

10
月

30
日
（
金
）
ま

で
に
、
農
政
課
（
菱
刈
庁
舎
2

階
）
へ
玄
米

１
合
（
約
１
５
０
ｇ
）
を
持
ち
込
ん
で
く
だ

さ
い
。
生
産
者
名
、
ほ
場
字
名
、
田
植
え
月

日
、
収
穫
月
日
を
記
入
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

参
加
は
無
料
で
す
。

主
　
　催
　
伊
佐
米
喰
ら
う
ど

問
い
合
わ
せ
先

伊
佐
Ｐ
Ｒ
課
交
流
Ｐ
Ｒ
第
２
係☎

㉙
４
１
１
３

伊
佐
米
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
決
定
戦
！

第
１
回
こ
め
わ
ん
グ
ラ
ン
プ
リ

　
一
定
面
積
以
上
の
大
規
模
な
土
地
取
引
に

は
国
土
利
用
計
画
法
に
基
づ
く
届
け
出
が
必

10
月
は
「
土
地
月
間
」

　
災
害
ご
み
の
緊
急
対
策
（
処
理
費
負
担
）

は
10
月

31
日
ま
で
で
す
。

※
前
田
産
業
㈱
は
搬
入
量
が
多
い
た
め

10
月

　
24
日
（
土
）
ま
で
一
時
休
止
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

環
境
政
策
課
環
境
保
全
係

　
☎
㉒
１
０
６
０

台
風

15
号
に
よ
り
発
生
し
た
災
害
ご

み
の
処
理

要
で
す
。

　
次
の
よ
う
な
土
地
売
買
や
交
換
等
の
取
引

を
行
っ
た
場
合
、
土
地
の
買
主
は
、
土
地
の

所
在
す
る
市
町
村
を
通
じ
て
都
道
府
県
に
届

け
出
る
義
務
が
あ
り
ま
す
。

①
都
市
計
画
区
域
内
で
５
、
０
０
０
㎡
以
上

②
都
市
計
画
区
域
以
外
の
区
域
で
１
０
、
０

　
０
０
㎡
以
上

　
届
出
の
期
限
は
、
契
約
を
締
結
し
た
日
か

ら
２
週
間
以
内
で
す
。

　
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

企
画
政
策
課
政
策
第
２
係

　
☎
㉓
１
３
１
１

　農業者年金は、農業者がより良い老後生活を過ごすことができるように国民年金に上乗せした公的
年金制度です。国民年金の第１号被保険者で、年間 60 日以上農業に従事する 60 歳未満の人であれば、
誰でも加入できる積立年金です。より安定した老後のため、ぜひ加入されるようお勧めします。

農業者年金制度（担い手積立年金）
農業に従事する人なら広く加入できます。

　これからの時期、高病原性鳥インフルエンザの海外からの侵入リスクが高まります。
　にわとり等を飼っている人は、防鳥ネットやネズミ対策など防疫対策の徹底をお願
いします。また、飼っているにわとり等に普段と異なる症状等が見られる場合や
野鳥の変死体等を発見した時は、素手で触らずにご連絡ください。
連絡・問い合わせ先　農政課畜産係　☎㉓１３１１

高病原性インフルエンザ対策の徹底を！

⑴ 少子高齢化社会に強い年金
　自分が納めた保険料とその運用収入を基に年金額
が決まる積立方式の年金です。
⑵ 保険料の額は自由
　自分が必要とする年金額に応じて、月額 20,000
円から 67,000 円までの千円単位で自由に選択でき
ます。農業経営の状況や老後設計に応じて、いつで
も見直すことができます。
⑶ 終身年金で 80 歳までの保証付き
　年金は生涯支給されます。仮に加入者・受給者が
80 歳前に亡くなった場合でも 80 歳までに受け取
れるはずであった農業者老齢年金の現在価値に相当
する額が、死亡一時金として遺族（一定要件を満た
した者）に支給されます。
⑷ 公的年金ならではの税制上の優遇措置あり
　支払った保険料全額が社会保険料控除の対象とな
り、所得税・住民税の節税につながります。
⑸ 保険料の国庫補助制度あり
　認定農業者で青色申告をしている
等、農業の担い手となる人には、国
から月額最高 10,000 円の保険料補助
があります。（年齢・所得制限あり）

【旧制度農業者年金】
 ・経営移譲年金
　自分名義または借入農地を後継者ま
たは第三者に譲渡、貸付して農業経営
から引退した場合に受給できます。
 ・農業者老齢年金
　農業経営から引退しない場合で、65
歳から受給できます。

【新制度農業者年金】
 ・特例付加年金
　新制度の保険料の国庫補助（政策支
援）を受けていた人が、保有している
農地や農業施設を後継者や第三者に譲
渡、貸付して農業経営から引退したと
きに受給できます。
 ・農業者老齢年金
　新制度の保険料を納めた人が、65
歳から受給できます。60 歳からの繰
上げ請求も可能です。

農業者年金を受給するには農業者年金のメリット

問い合わせ先
伊佐市農業委員会　☎㉖１５７１

大地の恵みを 人が奏でる だれやめの郷広報

いさ
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いつまでもお元気で

　９月、市内の各自治会やコミュニティごと
に、長寿をお祝いする敬老会が開催されまし
た。余興では、趣向を凝らした歌や踊り、楽
器演奏などが披露され、参加したおじいちゃ
んおばあちゃんの笑顔や拍手で大いに盛り上
がりました。
　これからも、無理はしないで趣味を楽しみ、
どうぞ元気にお過ごしください。

伊佐市の高齢者 

（平成 27 年 10 月１日現在）

伊佐市の総人口　　　27,669 人
75 歳以上の人口　 　　6,282 人
総人口に占める割合 　  22.70 ％
100 歳以上の人　                32 人
　　 （男性：１人　女性：31 人）
市最高齢者（女性）　   　  108 歳

市民体育祭

　10 月 11 日、伊佐市陸上競技場で市民体
育祭が行われました。各校区から選ばれた選
手たちは 18 種目の競技で熱戦を繰り広げま
した。成績は、次のとおりです。
　優　勝　羽月校区
　準優勝　曽木校区
　第３位　大口東校区

　

　９月 25 日、大口高校の全校生徒 223 人を対象にし
た生徒会長選挙で模擬選挙が行われました。来年夏の
参院選から 18 歳以上に選挙権が与えられることから、この模擬選挙で本物の記載台や投票箱を使っ
て、投票事務など選挙のルールを理解してもらい、選挙を身近なものに感じてもらうことがねらいで
す。近年、若い世代の投票率の低さは全国的な課題です。市選挙管理委員会の馬場委員長は「投票の
重要さや選挙事務の公平さを理解し、選挙に関心をもってもらいたい。」とその意義を語りました。
　生徒たちは、立候補者５人の立会演説のあと、緊張した面持ちで大事な一票を投じました。

本物の緊張を体感
大口高模擬選挙 



ISA City Public Relations  2015.11.01　　12

ISA City Topics

　

南三陸町と災害応援協定締結

　10 月９日、南三陸の佐藤仁町長が伊佐市
を訪れました。東日本大震災直後の生活物資
の提供や職員を派遣している縁で、災害時の
相互応援協定を結ぶことになりました。
  佐藤町長は、「震災前は近隣の自治体と応
援協定を結んでいたが、震災の時は皆が被災
したため機能しなかった。今回のような遠隔
地との協定は意義深い」と話し、また伊佐市
に対しては「今はご支援いただくばかりで申
し訳ないが、南三陸町の職員が今日まで経験
したことは、万が一のとき伊佐市のお役にた
てると思う」と力強く語りました。 

　　
車いすバスケ男子

五輪出場決定

　車いすバスケ日本男子は 10 月 17 日、リ
オデジャネイロパラリンピック予選を兼ねた

「アジアオセアニアチャンピオンシップ千葉」
で、韓国との３位決定戦に勝利し、３位まで
に与えられる出場権を獲得しました。
　市では、2014 年８月に日本代表が伊佐市
で合宿・紅白戦を行ったご縁もあり、千葉の
大会に５日間、大会の運営補助と日本選手の
応援、また障がい者の社会参加と「ひとにや
さしいまちづくり」の研修のために３名の職
員等をボランティアとして派遣しました。

　

バイキング給食

70 年ぶり涙の再会

　９月 28 日、大口中央中学校と菱刈中学校
で「バイキング給食」が行われました。
　事前指導でバイキング給食の方法について
説明を受け、その後運ばれた給食にきちんと
列をなし、約束事を守って主食やおかず、デ
ザートをよそっていました。
　皆それぞれに会話を楽しみ、思い出に残る
給食となったようでした。

　昭和 20 年、空襲などによる被害を少なく
するため、児童を安全な農村地域に避難させ
る学童疎開がはじまり、西之表市から当時の
大口・菱刈にも多くの児童が疎開してきまし
た。当時を知る人も少なくなり、戦争の記憶
は薄れるばかりです。そこで、伊佐市と西之
表市が今年取組んでいる記念誌づくりに併せ、
西之表市が疎開経験者の記憶を後世に伝える
ＤＶＤ製作を種子島高校放送部に依頼、疎開
体験者と受入れ家族の再会に密着しました。
　大木クリ子さん（西之表市 78 歳）と梅下
フサ子さん（鹿児島市 79 歳）は、大木さん
の疎開先であった故浜島アサノさん宅を訪れ、
当時５年生で姉のように慕っていた堀内敏子
さん（下手仁王 81 歳）と再会、涙を流し抱
き合いました。このＤＶＤは、記念誌に添え
られる予定です。
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宇宙を描く

　曽木小学校の全校児童がスプレーアートで
宇宙を描きました。講師はスプレーアーティ
ストのＺＡＫ（ざく）さん。
　宇宙、太陽系、惑星などについてスライド
ショーで勉強した後、スプレーアート体験を
しました。
　ミニバケツを使い惑星をかたどったり、ス
プレーを吹き付ける高さや速さを工夫して、
影やキラキラ星を描きました。
　児童らはスプレーの扱いや臭いに苦戦して
いましたが、思い切ってスプレーを使い、予
想以上の仕上がりになったようでした。

　
伊佐牧場 夢さくら館

　大口山野にある特産品販売所「夢さくら館」
がリニューアルオープンしました。「伊佐牧
場 夢さくら館」と名を改め、株式会社カミ
チクが指定管理者として運営していきます。
　10 月４日のオープニングイベントには
2,000 人が訪れ、焼き肉やピザのふるまい、
特製ソフトクリームに列をつくり、また肉や
チーズの販売コーナーでは売り切れが続出し
ました。
　平日は加工場として利用され一般には開放
されません。肉やチーズ、農産物等をお買
い求めになる場合は、土日（8:00 ～ 15:00）
にお越しください。

　

県内初「レノヴァ鹿児島」
と協定締結

　10 月 15 日、伊佐市と鹿児島初のプロバ
スケットチーム「レノヴァ鹿児島」はスポー
ツを通じた協働によるまちづくりを推進する
ために協定を締結しました。
　両者が持てる人材・資源を活かし活力にあ
ふれ、夢といきがいを持てる豊かなまちづく
りの実現をめざします。
　今後、レノヴァ鹿児島の選手による学校訪
問やバスケ教室を開催、伊佐市は試合の応援
や特産品出店などでチームを盛りあげます。

世界基準で生き生き授業

　大口中央中学校の校区内にある小中学校と
大口高校は、平成 27 年度から３年間、英語
教育強化地域拠点事業の研究指定を受けてい
ます。
　そこで 10 月 19 日、今後の研究実践に活
かすため牛尾小学校で公開授業が行われ、同
校の３～５年生 26 人合同の外国語活動の授
業を、市内小中学校の校長や教職員、市教育
委員会の関係者らが見学しました。大勢の前
で緊張する児童でしたが、子ども同士コミュ
ニケーションをとりながら笑顔で生き生きと
活動していました。
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置
い
た
時
は
、
必
ず

　

自
分
で
監
視
す
る
。

○
車
内
に
銃
を
放
置
し
な
い

 

・
特
に
裸
銃
の
ま
ま
、
ま
た
は
弾
を
装



平成 27 年１１月市報原稿（健康コーナー） 

１１月は児童虐待予防推進月間です 

児童虐待とは 

児童虐待とは、親または親に代わる保護者が子どもに対し次の行為をすることをいいます (これらの行

為は保護者の意向にかかわらず、子どもの視点で判断します) 。 

子どもの虐待は社会や地域の問題です 

子どもへの虐待は、経済的困難などそれぞれの家庭が抱える問題に加え、地域での孤立がその背景にあ

ります。虐待を防止するためには、まず地域ぐるみで子育て家族を温かく見守ること、さりげなく声か

けすることなどの行動が大切です。 

虐待のサイン 虐待のサインに気づいた場合は相談窓口に連絡してください。 

課長 係長 担当 

子どもの様子 

・不自然な傷やあざがある ・いつも服装や体が不潔 ・食事時や夜間に子どもだけで外にいる 

・夜遅くまで外で遊んでいて家に帰りたがらない 

保護者の様子 

・近所や地域の中で孤立している ・頻繁に子どもを家に残して外出している 

・子どもが病気やけがをしていても医者にみせない ・子どもや家族の不満をよく口にしている 

家庭の様子 

・長時間子どもの泣き声が聞こえる ・親の怒鳴る声や物を投げつけるような音がする 

・子どもがいるのに子どもの姿を見かけない 
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問
い
合
わ
せ
先　

こ
ど
も
課
こ
ど
も
相
談
係　

☎
�
１
３
１
１

オレンジリボンには
子ども虐待を防止するという

メッセージが込められています。

児
童
虐
待
と
は

　

児
童
虐
待
と
は
、
親
ま
た
は

親
に
代
わ
る
保
護
者
が
子
ど
も

に
対
し
次
の
行
為
を
す
る
こ
と

を
い
い
ま
す 

（
こ
れ
ら
の
行
為

は
保
護
者
の
意
向
に
か
か
わ
ら

ず
、
子
ど
も
の
視
点
で
判
断
し

ま
す
） 

。

身
体
的
虐
待

　

殴
る
、
蹴
る
、
叩
く
、
投
げ

落
と
す
、
激
し
く
揺
さ
ぶ
る
、

や
け
ど
を
負
わ
せ
る
、
溺
れ
さ

せ
る　

な
ど

性
的
虐
待

　

子
ど
も
へ
の
性
的
行
為
、
性

的
行
為
を
見
せ
る
、
ポ
ル
ノ
グ

ラ
フ
ィ
の
被
写
体
に
す
る　

な

どネ
グ
レ
ク
ト

　

家
に
閉
じ
込
め
る
、
食
事
を

与
え
な
い
、
ひ
ど
く
不
潔
に
す

る
、
自
動
車
の
中
に
放
置
す
る
、

重
い
病
気
に
な
っ
て
も
病
院
に

連
れ
て
行
か
な
い　

な
ど

心
理
的
虐
待

　

言
葉
に
よ
る
脅
し
、
無
視
、

き
ょ
う
だ
い
間
で
の
差
別
的
扱

い
、
子
ど
も
の
目
の
前
で
家
族

に
対
し
て
暴
力
を
ふ
る
う
（
ド

メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
バ
イ
オ
レ
ン

ス
：
Ｄ
Ｖ
）
な
ど

子
ど
も
の
虐
待
は
社
会
や
地
域

の
問
題
で
す

　

子
ど
も
へ
の
虐
待
は
、
経
済

的
困
難
な
ど
そ
れ
ぞ
れ
の
家
庭

が
抱
え
る
問
題
に
加
え
、
地
域

で
の
孤
立
が
そ
の
背
景
に
あ
り

ま
す
。
虐
待
を
防
止
す
る
た
め

に
は
、
ま
ず
地
域
ぐ
る
み
で
子

育
て
家
族
を
温
か
く
見
守
る
こ

と
、
さ
り
げ
な
く
声
か
け
す
る

こ
と
な
ど
の
行
動
が
大
切
で
す
。

虐
待
の
サ
イ
ン

　

虐
待
の
サ
イ
ン
に
気
づ
い
た

場
合
は
相
談
窓
口
に
連
絡
し
て

く
だ
さ
い
。

  

子
ど
も
の
様
子

○
不
自
然
な
傷
や
あ
ざ
が
あ
る

○
い
つ
も
服
装
や
体
が
不
潔

○
食
事
時
や
夜
間
に
子
ど
も
だ

　

け
で
外
に
い
る

○
夜
遅
く
ま
で
外
で
遊
ん
で
い
て
家
に
帰
り
た
が
ら
な
い

  

保
護
者
の
様
子

○
近
所
や
地
域
の
中
で
孤
立
し
て
い
る

○
頻
繁
に
子
ど
も
を
家
に
残
し
て
外
出
し
て
い
る

○
子
ど
も
が
病
気
や
け
が
を
し
て
い
て
も
医
者
に
み
せ
な
い

○
子
ど
も
や
家
族
の
不
満
を
よ
く
口
に
し
て
い
る

  

家
庭
の
様
子

○
長
時
間
子
ど
も
の
泣
き
声
が
聞
こ
え
る

○
親
の
怒
鳴
る
声
や
物
を
投
げ
つ
け
る
よ

　

う
な
音
が
す
る

○
子
ど
も
が
い
る
の
に
子
ど
も
の
姿
を
見
か
け
な
い

虐
待
か
も
?!
と
思
っ
た
ら
迷
わ
ず
連
絡
し
て
く
だ
さ
い

 

・
匿
名
の
通
報
で
も
構
い
ま
せ
ん
。

 

・
通
報
者
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
は
法
律
で
守
ら
れ
ま
す
。
通
報
し 

　

た
人
物
や
そ
の
内
容
が
周
囲
に
漏
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

 

・
通
報
し
た
情
報
が
間
違
い
で
あ
っ
て
も
、

　

通
報
者
が
罰
せ
ら
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

相
談
窓
口

◆
伊
佐
市
ト
ー
タ
ル
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

　

☎
㉙
５
５
１
１　
（
月
～
金
曜
日　

９
時
～
17
時
15
分
）

◆
こ
ど
も
課　
（
代
表
）
☎
㉓
１
３
１
１
（
24
時
間
）

◆
鹿
児
島
県
中
央
児
童
相
談
所　

　

☎
０
９
９ 

・
２
６
４ 

・
３
０
０
３
（
24
時
間
）

◆
児
童
相
談
所
全
国
共
通
ダ
イ
ヤ
ル
１
８
９
番
（
24
時
間
）

　

※
お
近
く
の
児
童
相
談
所
に
つ
な
が
り
ま
す
。
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南三陸だより
Vol. 43

　

　

朝
夕
冷
え
込

ん
で
き
ま
し
た

が
、
天
気
情
報

を
見
る
と
鹿
児

島
と
さ
ほ
ど
変

わ
ら
な
い
よ
う

で
す
。
降
雪
シ

ー
ズ
ン
を
前
に
、

派
遣
職
員
に
は

雪
道
運
転
講
習

会
が
あ
る
と
の
こ
と
で
、
今
か

ら
雪
道
通
勤
に
怯
え
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

　

10
月
4
日
に
戸
倉
小
学
校
の

落
成
式
が
あ
り
ま
し
た
。

　

児
童
数
は
69
人
と
多
く
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
校
舎
や
体
育
館

に
は
地
元
建
材
の
南
三
陸
杉
を

利
用
し
、
温
か
い
雰
囲
気
の
造

り
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
学
校
周
辺
に
は
防
災

集
団
移
転
団
地
や
災
害
公
営
住

宅
な
ど
が
整
備
さ
れ
、
地
域
一

体
と
な
っ
た
「
南
三
陸
の
宝
」

の
教
育
・
育
成
が
大
い
に
期
待

さ
れ
ま
す
。

　

今
後
も
南
三
陸
病
院
の
落
成

式
が
あ
っ
た
り
、
日
々
道
路
の

線
形
が
変
わ
っ
た
り
と
、
復
興

が
形
と
な
っ
て
表
れ
て
き
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
変
貌
が
大
変
楽
し

み
で
す
。

　

最
近
職
場
の
先
輩
に
誘
わ
れ

登
山
を
始
め
ま
し
た
。
登
り
は

地
獄
の
苦
し
み
で
し
た
が
、
山

頂
か
ら
の
絶
景
と
カ
ッ
プ
ラ
ー

メ
ン
の
味
に
は
、
言
葉
で
言
い

表
せ
な
い
感
動
が
あ
り
ま
し
た
。

伊
佐
で
の
休
日
と
同
じ
よ
う
に

南
三
陸
で
過
ご
せ
て
い
る
こ
と

に
あ
り
が
た
い
な
と
感
じ
ま
し

た
。

　

伊
佐
に
も
厳
し
い
寒
さ
が
や

っ
て
き
ま
す
。
皆
様
健
康
に
留

意
さ
れ
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

（
柏
木
聡
司
）

　

レ シ ピ

〈作り方〉　
①はやとうりは塩抜きして水を切る。
②粕に塩・砂糖・焼酎をよく混ぜて調味し、粕床
　を作る。
③粕床にはやとうりを漬け込む。
④表面を平らにしてラップで密閉する。蓋も目張
　りをする。

生
Vol.61

「母から娘へ、伝わる保存食」

〈材　料〉４人分
はやとうり（塩漬け）１kg　
ねり粕　　　１kg　　　塩　　大さじ１と 1/2
砂糖　　　　200g  　　焼酎　1/2 カップ

はやとうりの塩漬け
〈下漬け〉　　　　　　　〈本漬け〉
はやとうり 10kg　　　  下漬けはやとうり　約６kg
食塩　10kg（10％）　    食塩　１kg（元原料の 10％）
①はやとうりは半分に切り、種を出してよく洗う。
②塩を切り口にこすりつけるようにして漬ける。
③押し蓋と重石（10kg）をする。
④４～５日後に本漬けにし、重石を半分にする。

戸倉小学校

鳥海山
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図書館へようこそ

Welcome to Library

問い合わせ先
大口図書館（大口ふれあいセンター内）　　　　　　　☎�０４１７
菱刈図書館（菱刈ふるさといきがいセンター内）　　　☎�３０００

○
○

【今月の新刊本（抜粋）】

　  は休館日
　  はイベント
開館時間　火 ～ 土：９時～ 18 時
　　　　　日・祝日：９時～ 17 時

【図書館へ献本】
岸崎　耕さん　　（米子市）	
宮原　望子さん　（上ノ馬場）	
ISART（地域おこし団体）

【古本市】
期　間　11 月５日（木）～ 15 日（日） 
場　所　大口図書館 
内　容　古くなった書籍や雑誌をリサ
　　　　イクル本として提供します。

【おすすめの一冊】（新刊全点案内より引用）

児  童 一  般

　学校で配られた「２
分の１成人式  文集ノ
ート」。「将来のゆめ」

「二十才の自分へ」な
んて、いったい、なに
を書いたらいいんだろ
う？２分の１成人式に
なやむ小学４年生の女
の子・ユメの物語。

　「さきどまり」という名
の交番に勤める権田は、秋
葉原をこよなく愛するオタ
ク。コンビを組む向谷はコ
ミュニケーション能力の高
さがこうじて、足だけの幽
霊を連れてきて…!? 電気街
の路地裏に隠された５つの
人情ミステリー。

２分の 1 成人式　井上林子

（出版：講談社） （出版：KADOKAWA）

秋葉原先留交番ゆうれい付き　西條奈加

【　児　童　】
ふまんがあります ヨシタケ　シンスケ
アカシア書店営業中！ 濱野京子
岬のマヨイガ 柏葉幸子

【　一　般　】
虚栄　Vanity 久坂部羊
我が家のヒミツ	 奥田英朗
霧（ウラル） 桜木紫乃

【イベント情報】
ふれあいメルヘンひろば			 
日　時　11 月 28 日（土）10:30 ～ 11:00
場　所　大口図書館
内　容　図書館ボランティア「ぎんなん」による大型絵本
　　　　や紙芝居の読み聞かせ
海潮忌・文学フィスティバル			 
日　時　11 月 29 日（日）12:30 ～		
場　所　大口ふれあいセンター	
※詳しくは、20頁をご覧ください。

【海音寺潮五郎展示会】
期　間　11 月 20 日（金）～ 29 日（日）
場　所　大口ふれあいセンター１階
内　容　郷土伊佐が生んだ偉大な歴史小説家海音寺潮五郎
　　　　を広く紹介するため作品や写真を展示	

○

【11 月の図書館カレンダー】
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認
知
症
介
護
を
し
て
い
る
家
族
の
気
持
ち

あなたらしく生きる「人生の年輪」
相談・問い合わせ先　健康長寿課地域包括支援係　☎�２３７７

認
知
症
介
護
を
経
験
す
る
人
が
た

ど
る
４
つ
の
心
理
的
ス
テ
ッ
プ

①
と
ま
ど
い
・
否
定

　

異
常
な
言
動
に
と
ま
ど
い
、
否

定
し
よ
う
と
す
る
。
他
の
家
族
に

す
ら
打
ち
明
け
ら
れ
ず
に
悩
む
。

②
混
乱
・
怒
り
・
拒
絶

　

認
知
症
へ
の
理
解
の
不
十
分
さ

か
ら
、
対
応
が
わ
か
ら
ず
混
乱
、

さ
さ
い
な
こ
と
に
腹
を
立
て
た
り

叱
っ
た
り
す
る
。
精
神
的
・
身
体

的
に
疲
労
困
ぱ
い
、
拒
絶
感
・
絶

望
感
に
陥
り
や
す
い
最
も
つ
ら
い

時
期
。

③
あ
き
ら
め
・
割
り
切
り

　

怒
っ
た
り
、
イ
ラ
イ
ラ
し
て
も

何
も
メ
リ
ッ
ト
は
な
い
と
思
い
、

割
り
切
り
、
あ
き
ら
め
の
境
地
に

近
く
な
る
時
期
。
症
状
は
同
じ
で

も
、介
護
者
に
と
っ
て
の
「
問
題
」

と
し
て
は
軽
く
な
る
。

④
受
容

　

認
知
症
に
対
す
る
理
解
が
深
ま

る
。
家
族
の
一
員
と
し
て
あ
る
が

ま
ま
受
け
入
れ
ら
れ
る
よ
う
に
な

る
時
期
。

介
護
家
族
を
支
え
る
こ
と
は
認
知

症
の
人
を
支
え
る
こ
と

　

④
に
た
ど
り
着
く
ま
で
、
①
～

③
の
間
で
行
き
来
を
繰
り
返
し
ま

す
。
認
知
症
の
人
の
「
あ
る
が
ま

ま
」
を
受
け
入
れ
ら
れ
る
よ
う
に

な
る
た
め
に
は
、
介
護
者
の
気
持

ち
の
余
裕
が
必
要
で
す
。
介
護
者

の
余
裕
は
、
認
知
症
の
人
や
家
族

に
対
す
る
周
囲
か
ら
の
理
解
や
支

援
と
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
等
の
適
切

な
利
用
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
と
考

え
ら
れ
ま
す
。
介
護
す
る
家
族
の

気
持
ち
に
周
囲
が
寄
り
添
い
理
解

し
、
家
族
の
気
持
ち
が
落
ち
着
く

こ
と
で
、
認
知
症
の
人
へ
も
良
い

影
響
が
与
え
ら
れ
ま
す
。

知っていますか「マイナンバー制度」
問い合わせ先　総務課行政係　☎�１３１１

内閣官房 社会保障改革担当室 

内閣府 大臣官房 番号制度担当室 

平成26年１０月版 

愛称：マイナちゃん 

内閣官房 社会保障改革担当室 

内閣府 大臣官房 番号制度担当室 

平成26年１０月版 

愛称：マイナちゃん 

「
通
知
カ
ー
ド
」を  

確
実
に
受
け
取
り
ま
し
ょ
う

　

今
月
は
、
Ｑ
＆
Ａ
形
式
で
説
明

し
ま
す
。

Ｑ
「
通
知
カ
ー
ド
」
っ
て
な
に
？

Ａ
「
通
知
カ
ー
ド
」
は
、
紙
製
の

　

カ
ー
ド
で
、
国
民
一
人
ひ
と
り

　

に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー（
個
人
番
号
）

　

を
お
知
ら
せ
す
る
も
の
で
す
。

　
「
氏
名
」、「
住
所
」、「
生
年
月

　

日
」、「
性
別
」
と
「
マ
イ
ナ
ン

　

バ
ー
（
個
人
番
号
）」
等
が
記

　

載
さ
れ
て
い
ま
す
。

Ｑ
「
通
知
カ
ー
ド
」
の
使
い
み
ち

　

は
？

Ａ
行
政
機
関
の
窓
口
等
で
マ
イ
ナ

　

ン
バ
ー
（
個
人
番
号
）
を
求
め

　

ら
れ
た
際
に
利
用
し
ま
す
。
た

　

だ
し
、
身
分
証
明
書
と
し
て
の

　

利
用
は
で
き
ま
せ
ん
。
本
人
確

　

認
を
行
う
た
め
に
、
併
せ
て
、

　

運
転
免
許
証
等
の
書
類
の
提
示

　

が
必
要
と
な
り
ま
す
。

Ｑ
ど
う
や
っ
て
届
く
の
？

Ａ
「
通
知
カ
ー
ド
」
は
、
簡
易
書

　

留
（
封
筒
）
で
郵
送
さ
れ
ま
す
。

　

な
お
、
個
人
ご
と
で
は
な
く
、

　

住
民
票
の
世
帯
主
宛
て
に
ま
と

　

め
て
送
付
さ
れ
ま
す
の
で
、
確

　

実
に
受
け
取
っ
て
、
大
切
に
管

　

理
し
て
く
だ
さ
い
。

Ｑ
い
つ
届
く
の
？

Ａ
伊
佐
市
内
は
11
月
中
旬
～
下
旬

　

の
予
定
で
す
。

Ｑ
封
筒
の
中
身
は「
通
知
カ
ー
ド
」

　

だ
け
？

Ａ
ほ
か
に
、「
個
人
番
号
カ
ー
ド

　

交
付
申
請
書
」、「
マ
イ
ナ
ン
バ

　

ー
及
び
交
付
申
請
に
つ
い
て
の

　

案
内
冊
子
」
等
が
同
封
さ
れ
ま

　

す
。
冊
子
で
は
、
本
人
確
認
の

　

た
め
の
身
分
証
明
書
と
し
て
利

　

用
で
き
る
「
個
人
番
号
カ
ー
ド

　
（
顔
写
真
入
り
の
カ
ー
ド
）」
に

　

つ
い
て
も
案
内
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
さ
ま
ざ
ま
な
サ
ー
ビ
ス
に

　

利
用
が
拡
大
さ
れ
て
い
き
ま
す

　

の
で
、
冊
子
を
よ
く
読
ん
で
、

　

必
要
な
人
は
、「
個
人
番
号
カ

　

ー
ド
」
を
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

制
度
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
先

　

☎
０
５
７
０
・
２
０
・
０
１
７
８

※
平　

日
９
時
30
分
～
22
時

　

土
日
祝
９
時
30
分
～
17
時
30
分

高
齢
者
元
気
度

ア
ッ
プ
・
ポ
イ
ン
ト
事
業

11
月
の
対
象
活
動

○
健
康
相
談
、
結
核
検
診
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お
知
ら
せ

　

養
育
を
お
願
い
す
る
子
ど
も
の
年
齢
は
０

歳
か
ら
18
歳
ま
で
、
養
育
期
間
は
数
か
月
か

ら
数
年
と
さ
ま
ざ
ま
で
す
。

　

現
在
、
県
内
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
事
情
に
よ

り
家
族
と
暮
ら
せ
な
い
子
ど
も
が
約
８
５
０

人
い
ま
す
。
そ
の
う
ち
約
80
人
が
里
親
な
ど

の
家
庭
で
、
約
７
７
０
人
が
児
童
養
護
施
設

や
乳
児
院
な
ど
で
生
活
し
て
い
ま
す
。

　

で
き
る
限
り
家
庭
的
な
養
育
環
境
の
中
で
、

特
定
の
大
人
と
の
継
続
的
で
安
定
し
た
愛
着

関
係
の
も
と
、
子
ど
も
の
健
や
か
な
成
長
を

支
え
て
い
く
た
め
に
、
た
く
さ
ん
の
里
親
を

必
要
と
し
て
い
ま
す
。

◆
里
親
募
集
説
明
会

日　
　

時　

11
月
20
日
（
金
）

　

昼
の
部　

14
時
～
16
時

　

夜
の
部　

18
時
～
20
時

場　
　

所

　

大
口
元
気
こ
こ
ろ
館
世
代
間
交
流
室

内　
　

容

①
Ｄ
Ｖ
Ｄ
に
よ
る
紹
介
（
20
分
）

②
概
要
説
明
（
30
分
）

③
個
別
相
談
（
希
望
者
の
み
）
60
分

問
い
合
わ
せ
先

こ
ど
も
課
こ
ど
も
相
談
係
（
伊
佐
市
ト
ー
タ

ル
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
）　   
☎
㉙
５
５
１
１

　

厚
生
労
働
省
で
は
、
11
月
11
日
を
「
い
い

日
、
い
い
日
、
毎
日
、
あ
っ
た
か
介
護
あ
り

が
と
う
」
を
念
頭
に
、「
い
い
日
、
い
い
日
」

に
か
け
た
、
語
呂
合
わ
せ
で
、「
介
護
の
日
」

と
定
め
、
介
護
に
関
す
る
啓
発
を
重
点
的
に

実
施
す
る
日
と
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
11
月
４
日
～
17
日
は
「
福
祉
人
材

確
保
重
点
実
施
期
間
」
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

伊
佐
市
で
も
高
齢
化
が
進
み
、
介
護
に
対

す
る
課
題
も
多
様
化
し
、
多
く
の
人
に
介
護

を
身
近
な
も
の
と
し
て
捉
え
、
関
わ
っ
て
も

ら
う
こ
と
が
大
切
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

介
護
に
つ
い
て
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

受
付
時
間　

平
日
８
時
30
分
～
17
時

相
談
先

大
口
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー☎

㉓
２
３
７
７

菱
刈
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー☎

㉓
１
３
０
７

　

入
場
は
無
料
で
す
。

日　
　

時

　

11
月
14
日
（
土
）
10
時
～
16
時
30
分

　

11
月
15
日
（
日
）
10
時
～
15
時
30
分

場　
　

所　

か
ご
し
ま
県
民
交
流
セ
ン
タ
ー

内　
　

容

　

熟
練
技
能
士
（
も
の
づ
く
り
マ
イ
ス
タ
ー

等
）
に
よ
る
技
能
体
験
教
室
、
職
業
訓
練
生

等
が
製
作
し
た
製
品
の
展
示
・
即
売
、
職
業

訓
練
校
の
紹
介
、
か
ん
な
削
り
コ
ン
テ
ス
ト
、

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
カ
ッ
ト
等

問
い
合
わ
せ
先

11
月
11
日
は
「
介
護
の
日
」

技
能
ま
つ
り

里
親
に
な
っ
て
み
ま
せ
ん
か

伊
佐
農
林
高
校
　
第
69
回
文
化
祭

期　
　

日　

11
月
６
日
（
金
）

食
物
バ
ザ
ー
コ
ー
ナ
ー　

10
時
～
12
時　
　

 

　

お
で
ん
、
唐
揚
げ
、
や
き
そ
ば
、
石
釜
ピ

ザ
、
黒
豚
炭
火
焼
、
う
ど
ん
な
ど　

鹿
児
島
県
技
能
祭
実
行
委
員
会
事
務
局
（
鹿

児
島
県
職
業
能
力
開
発
協
会
内
）

☎
０
９
９
・
２
２
６
・
３
２
４
０

　
「
国
の
教
育
ロ
ー
ン
」
は
、
高
校
、
短
大
、

大
学
、
専
修
学
校
、
各
種
学
校
や
外
国
の
高

校
、
大
学
等
に
入
学
・
在
学
す
る
お
子
さ
ん

を
持
つ
家
庭
を
対
象
と
し
た
公
的
な
融
資
制

度
で
す
。

融
資
額　

１
人
に
つ
き
３
５
０
万
円
以
内

金　
　

利　

年
２
・
15
％

※
母
子
家
庭
は
年
１
・
75
％

返
済
期
間　

15
年
以
内

※
母
子
家
庭
は
18
年
以
内

問
い
合
わ
せ
先

教
育
ロ
ー
ン
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

☎
０
５
７
０
・
０
０
８
６
５
６

国
の
教
育
ロ
ー
ン
（
日
本
政
策
金
融

公
庫
）

日　
　

時　

11
月
17
日
（
火
）
10
時
～
15
時

場　
　

所

　

姶
良
市
商
工
会
姶
良
本
所
２
階
大
会
議
室

　

姶
良
市
東
餅
田
５
０
２　

相
談
内
容

　

宅
地
や
建
物
の
取
引
、
税
金
、
相
続
・
贈

与
、
登
記
に
関
す
る
こ
と

相
談
員

　

弁
護
士
、
税
理
士
、
土
地
家
屋
調
査
士
、

司
法
書
士

問
い
合
わ
せ
先

県
土
木
部
建
築
課
管
理
係

☎
０
９
９
・
２
８
６
・
３
７
０
７

宅
地
建
物
取
引
無
料
相
談

展
示
コ
ー
ナ
ー　

10
時
～

　

上
映
会
、
美
術
・
書
道
作
品
、
被
服
・
保

育
・
食
物
作
品
、
お
点
前
な
ど

ス
テ
ー
ジ
発
表　

12
時
15
分
～
15
時
10
分

○
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
（
浴
衣
・
ス
ー
ツ
・

　

ド
レ
ス
）

○
ク
ラ
ス
発
表
（
ダ
ン
ス
・
ム
ー
ビ
ー
）

○
有
志
発
表

○
書
道
部
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
な
ど

※
農
産
物
の
販
売
は
12
月
４
日（
金
）の「
農

　

林
館
祭
り
」
で
行
い
ま
す
。

※
車
で
お
越
し
の
際
は
、
学
校
内
特
設
駐
車

　

場
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
販
売
内
容
や
時
間
は
予
告
な
く
変
更
に
な

　

る
場
合
も
あ
り
ま
す

問
い
合
わ
せ
先

伊
佐
農
林
高
等
学
校　
　
　

☎
㉒
１
４
４
５
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伊佐市からのお知らせ

日　
　

時　

11
月
29
日
（
日
）
12
時
30
分
～

　
　
　
　
　

受
付
12
時
～

場　
　

所　

大
口
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
3
階

内　
　

容

○
海
潮
忌

　

伊
佐
市
出
身
の
直
木
賞
作
家
、
海
音
寺
潮

五
郎
は
１
９
７
７
年
12
月
1
日
76
歳
で
逝
去
。

そ
の
遺
徳
を
偲
び
偉
業
を
顕
彰
す
る
式
典
。

○
文
学
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　

海
音
寺
潮
五
郎
記
念
「
銀
杏
文
芸
賞
」
お

よ
び
「
読
書
感
想
文
・
感
想
画
コ
ン
ク
ー
ル
」

の
表
彰
式
、
銀
杏
文
芸
賞
選
者
で
あ
る
歌
人

伊
藤
一
彦
先
生
・
詩
人
岡
田
哲
也
先
生
・
歌

人
宮
原
望
子
先
生
に
よ
る
鼎
談
。

　

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

社
会
教
育
課
文
化
財
係　
　

☎
㉖
１
５
５
４

海
音
寺
潮
五
郎
記
念
「
海
潮
忌
・
文

学
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」

　

毎
年
11
月
12
日
～
25
日
は
、
内
閣
府
が
主

唱
す
る
運
動
月
間
で
す
。

　

身
体
的
暴
力
だ
け
で
な
く
、
精
神
的
、
経

済
的
、
性
的
な
も
の
な
ど
、
配
偶
者
暴
力
相

談
支
援
セ
ン
タ
ー
へ
の
相
談
件
数
は
年
々
増

加
し
、
平
成
26
年
度
は
10
万
件
を
超
え
て
い

ま
す
。
ひ
と
り
で
悩
ま
な
い
で
相
談
し
て
く

だ
さ
い
。

　

こ
の
月
間
に
あ
わ
せ
た
鹿
児
島
県
主
催
の

女
性
に
対
す
る
暴
力
を
な
く
す
運
動

行
事
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
詳
し
く
は
企
画

政
策
課
、
ま
た
は
鹿
児
島
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

①
「
女
性
の
た
め
の
法
律
１
１
０
番
」

　

女
性
の
弁
護
士
が
電
話
と
面
接
で
相
談
に

応
じ
ま
す
。

日　
　

時　

11
月
18
日
（
水
）

　
　
　
　
　

10
時
～
16
時

場　
　

所

　

鹿
児
島
県
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
相
談

室
（
鹿
児
島
県
民
交
流
セ
ン
タ
ー
内
）

相
談
先
（
予
約
者
が
優
先
）

☎
０
９
９
・
２
２
１
・
６
６
３
１

予
約
・
問
い
合
わ
せ
先

☎
０
９
９
・
２
２
１
・
６
６
３
０

※
９
時
～
17
時
（
月
曜
日
は
休
館
）

②
「
暴
力
被
害
者
支
援
セ
ミ
ナ
ー　

～
Ｄ
Ｖ

が
及
ぼ
す
影
響
と
必
要
な
支
援
～
」

日　
　

時　

11
月
20
日
（
金
）
10
時
～
12
時

場　
　

所　

か
ご
し
ま
県
民
交
流
セ
ン
タ
ー

講　
　

師

　

中
田
慶
子
氏
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人　

Ｄ
Ｖ
防
止

な
が
さ
き
理
事
長
）

入
場
料　

無
料

伊
佐
市
内
の
相
談
窓
口

○
伊
佐
警
察
署　
　
　
　
　

☎
㉒
０
１
１
０

○
企
画
政
策
課　
　
　
　
　

☎
㉓
１
３
１
１

○
女
性
サ
ロ
ン
室

☎
０
９
０
・
３
０
１
６
・
３
６
６
０

○
ト
ー
タ
ル
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

☎
㉙
５
５
１
１

　

労
働
者
を
一
人
で
も
雇
っ
て
い
れ
ば
、
事

業
主
は
労
働
保
険
（
労
災
保
険
・
雇
用
保
険
）

の
加
入
手
続
き
を
行
い
、
労
働
保
険
料
を
納

付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
法
律
で
義

務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

労
災
保
険
は
、
業
務
上
の
事
由
、
通
勤
に

よ
る
負
傷
、
疾
病
、
障
害
、
死
亡
な
ど
に
対

し
必
要
な
給
付
を
行
う
も
の
で
す
。

　

雇
用
保
険
は
、
労
働
者
が
失
業
し
た
場
合

11
月
は
「
労
働
保
険
適
用
促
進
強
化

月
間
」

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
実
施
中

　

市
は
、
平
成
24
年
の
「
過
疎
地
域
自
立
促

進
特
別
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
」
が
施

行
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
平
成
28
年
度
か
ら

平
成
32
年
度
ま
で
の
５
年
間
を
期
間
と
す
る

「
伊
佐
市
過
疎
地
域
自
立
促
進
計
画
」
を
策

定
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

過
疎
地
域
と
は
、「
人
口
減
少
に
伴
い
地

域
社
会
に
お
け
る
活
力
が
低
下
し
、
生
活
環

境
の
整
備
等
が
他
の
地
域
と
比
較
し
て
低
位

に
あ
る
地
域
の
こ
と
」
を
い
い
、
本
市
も
こ

の
地
域
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
計
画

は
、
総
合
的
か
つ
計
画
的
な
事
業
実
施
に
取

り
組
み
、
過
疎
地
域
の
自
立
促
進
の
た
め
の

施
策
を
推
進
す
る
も
の
で
す
。
こ
の
た
び
計

画
（
案
）
を
取
り
ま
と
め
ま
し
た
の
で
、
市

民
の
皆
さ
ま
の
ご
意
見
を
広
く
募
集
し
ま
す
。

閲
覧
期
間

　

11
月
２
日
（
月
）
～
12
月
１
日
（
火
）　

※
閉
庁
日
を
除
く
。

閲
覧
場
所

▽
企
画
政
策
課
（
大
口
庁
舎
）　

11
月
の
女
性
サ
ロ
ン
室

　

あ
な
た
が
自
分
ら
し
く
生
き
る
た
め
に
、

一
緒
に
考
え
ま
す
。

開
催
日　

11
月
4
日
（
水
）・
18
日
（
水
）

時　
　

間　

13
時
30
分
～
16
時　

場　
　

所　

大
口
仲
町
旧
安
楽
ヨ
シ
子
様
宅

女
性
サ
ロ
ン
室
連
絡
先

☎
０
９
０
・
３
０
１
６
・
３
６
６
０

▽
地
域
総
務
課
（
菱
刈
庁
舎
）

▽
大
口
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

▽
ま
ご
し
館

▽
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

応
募
資
格

○
市
内
に
在
住
ま
た
は
通
勤
、
通
学
し
て
い

　

る
人

○
市
内
に
事
業
所
が
あ
る
個
人
ま
た
は
法
人

応
募
方
法

　

閲
覧
場
所
に
あ
る
所
定
の
様
式
に
意
見
を

記
入
し
、
12
月
１
日
（
火
）
ま
で
に
郵
送
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
、
メ
ー
ル
ま
た
は
持
参
の
い
ず
れ
か

の
方
法
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

〒
８
９
５
―
２
５
１
１

伊
佐
市
大
口
里
１
８
８
８
番
地

企
画
政
策
課
政
策
第
１
係

☎
㉓
１
３
１
１
・　

㉒
５
３
４
４

seisaku@
city.isa.lg.jp
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伊
佐
米
の
食
味
と
ブ
ラ
ン
ド
力
の
向
上
を

図
る
た
め
に
、
食
味
分
析
計
を
導
入
し
て
い

ま
す
。

測
定
対
象

　

伊
佐
市
内
で
生
産
さ
れ
た
お
米（
約
１
合
）

※
自
家
生
産
し
た
も
の
に
限
る
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
候
補
者
は
、
選
挙
権
を
有
す

る
市
民
の
中
か
ら
く
じ
で
選
定
さ
れ
ま
す
。

　

選
定
さ
れ
た
人
に
は
、
11
月
中
旬
に
お
知

ら
せ
が
届
き
ま
す
。

　

国
民
が
司
法
に
参
加
す
る
二
つ
の
制
度
で

す
。
ぜ
ひ
、
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

裁
判
員
：
鹿
児
島
地
方
裁
判
所
刑
事
部
裁
判

員
係　
　

☎
０
９
９
・
２
２
２
・
７
１
５
７

検
察
審
査
員
：
鹿
児
島
検
察
審
査
会
事
務
局

☎
０
９
９
・
８
０
８
・
３
７
１
９

日　
　

時　

11
月
29
日
（
日
）
受
付
９
時
～

　
　
　
　
　

試
合
開
始
９
時
30
分
～

ひ
し
か
り
が
ら
っ
ぱ
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ

ブ
　
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

平
成
28
年
度
の
「
裁
判
員
候
補
者
」

ま
た
は
「
検
察
審
査
員
候
補
者
」
に

選
ば
れ
た
皆
さ
ん
へ

米
食
味
分
析
計
で
無
料
測
定

場　
　

所

　

菱
刈
農
業
者
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

パ
ー
ト

○
混
成
の
部
（
女
性
が
１
人
以
上
）

○
女
子
の
部
（
チ
ー
ム
全
員
が
女
性
）

参
加
料　

選
手
１
人
に
つ
き
３
０
０
円

※
が
ら
っ
ぱ
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
会
員
は
無
料

申
込
方
法

　

菱
刈
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
・
文
化
ス
ポ
ー

ツ
課
に
あ
る
申
込
用
紙
に
記
入
の
う
え
、
文

化
ス
ポ
ー
ツ
課
に
持
参
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
申

込
み
く
だ
さ
い
。

申
込
期
限　

11
月
20
日
（
金
）

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

文
化
ス
ポ
ー
ツ
課
ス
ポ
ー
ツ
係　

☎
㉖
１
５
７
８
・　

㉖
１
０
５
５

　秋季火災予防運動に伴い、次のとおり訓練
と幼年消防クラブ員等による防火パレードを
行います。訓練時はサイレン吹鳴及び消防車
が赤色灯をつけて走行しますので、火災とお
間違いのないようご注意ください。

日　　時　11 月９日（月）10 時～ 11 時
会　　場　大口ふれあいセンター前広場
　慈光保育園児の集団演技と明徳寺保育園児
の防火の誓い
◆防火パレード（雨天中止）　　
　大口ふれあいセンター　10 時 30 分出発

問い合わせ先
伊佐湧水消防組合消防本部　☎㉒０１１９
総務課交通消防防災係　　　☎㉓１３１１

○ 11 月９日（月）
　羽月・羽月西・羽月北校区　   18 時 30 分
　曽木・針持校区　　　　　　   19 時 30 分
○ 11 月 10 日（火）　
　大口・大口東・牛尾校区　　   18 時 30 分
　山野・平出水校区                     19 時 30 分
○ 11 月 15 日（日）
　南永・本城・湯之尾・菱刈・田中校区　６時

◆訓練日程

◆防火セレモニー

相
談
日　

平
日

※
土
日
、
祝
・
祭
日
を
除
く
。

相
談
時
間　

９
時
～
12
時
、
13
時
～
16
時

予
約
・
問
い
合
わ
せ
先

鹿
児
島
地
方
法
務
局
霧
島
支
局

☎
０
９
９
５
・
４
５
・
０
３
３
０

登
記
相
談
は
予
約
が
必
要
で
す

な
ど
に
労
働
者
の
生
活
や
雇
用
の
安
定
を
図

り
、
再
就
職
を
促
進
す
る
た
め
に
必
要
な
給

付
を
行
う
も
の
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先

国
分
公
共
職
業
安
定
所
大
口
出
張
所

☎
㉒
８
６
０
９

加
治
木
労
働
基
準
監
督
署　
　
　
　
　
　
　

☎
０
９
９
５
・
６
３
・
２
０
３
５

測
定
方
法

①
利
用
者
は
、
計
測
す
る
お
米
（
玄
米
）
を

　

農
政
課
（
菱
刈
庁
舎
）
に
持
参
し
、
申
込

　

書
に
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

②
農
政
課
の
職
員
が
計
測
し
、
そ
の
場
で
結

　

果
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

測
定
内
容

　

水
分
値
、
タ
ン
パ
ク
値
、
ア
ミ
ロ
ー
ス
値

（
参
考
値
）、
脂
肪
酸
度
（
参
考
値
）、
食
味

ス
コ
ア

そ
の
他

　

測
定
し
た
結
果
は
、
食
味
向
上
や
伊
佐
ブ

ラ
ン
ド
化
の
た
め
に
市
で
分
析
・
活
用
し
ま

す
。　
　
　
　
　
　
　

※
11
月
7
・
8
日
、
伊
佐
ふ
る
さ
と
ま
つ
り

　
（
菱
刈
農
村
公
園
）
の
会
場
で
も
測
定
で

　

き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

農
政
課
農
政
第
１
係　
　
　

☎
㉓
１
３
１
１

秋季全国火災予防運動
期　間　11 月９日（月）～ 15 日（日）

「無防備な  心に火災が  かくれんぼ」今年度
の標語
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伊佐市からのお知らせ

募
　
　
集

広告

＜問い合わせ＞水俣市土地開発公社
（水俣市役所３階都市政策課内）

�0966-61-1618

・地目/宅地 ・用途地域/第1種中高層住居専用地域
・建ぺい率/60 ・容積率/200

・交通/みなくるバス停留所【祇園神社前】徒歩7分

★★★★うめどうめどうめどうめど夕陽夕陽夕陽夕陽がががが丘団地丘団地丘団地丘団地

家家家家 づ く り のづ く り のづ く り のづ く り の 補 助 金補 助 金補 助 金補 助 金 をををを 使使使使 っ てっ てっ てっ て
家家家家 をををを 建建建建 て る と おて る と おて る と おて る と お 得得得得 で すで すで すで す !

【平成２７年度】エコ住宅補助金、太陽光発電設備

・地目/宅地
・用途地域/指定なし
・建ぺい率/70

●●●●月浦台地福祉月浦台地福祉月浦台地福祉月浦台地福祉ニュータウンニュータウンニュータウンニュータウン

店 舗 ・ 福 祉 関 係
用 地 も あ り ま す ！
ご 相 談 く だ さ い 。

B-5 261.12 9,998

B-6 260.84 10,173

C-5 260.78 9,976

C-6 260.61 10,382

C-11 260.61 10,169

C-12 260.80 10,182

設置費への補助金（上限30万円）、太陽熱温水器設
置費への補助金（上限7万円）などがあります。（い
ずれも予算が無くなり次第終了/条件あり）

・建ぺい率/70

・容積率/400

・交通/みなくるバス停留所
【月浦団地前】徒歩１分

C-14 261.06 10,082

C-17 303.68 9,914

D-5 310.26 8,538

介
護
予
防
教
室
受
講
生
募
集

日　
　

時　

11
月
19
日
（
木
）

　
　
　
　
　

９
時
30
分
～
11
時
30
分

場　
　

所　

大
口
元
気
こ
こ
ろ
館

内　
　

容

　

認
知
症
予
防
に
つ
い
て
の
軽
い
運
動
と
講

話受
講
料　

無
料

募
集
科
名
・
定
員
・
訓
練
期
間

　

電
気
設
備
科　

20
人　

２
年

応
募
資
格

　

高
等
学
校
卒
業
（
卒
業
見
込
み
を
含
む
）

ま
た
は
同
等
以
上
の
学
力
を
有
す
る
と
認
め

ら
れ
る
人

願
書
受
付
期
限

Ｂ
日
程　

12
月
４
日
（
金
）

Ｃ
日
程　

平
成
28
年
１
月
15
日
（
金
）

試
験
日

Ｂ
日
程　

12
月
11
日
（
金
）

Ｃ
日
程　

平
成
28
年
１
月
29
日
（
金
）

試
験
科
目

　

筆
記
試
験
（
総
合
問
題
）
及
び
面
接

試
験
会
場　

県
立
鹿
屋
高
等
技
術
専
門
校

合
格
発
表

Ｂ
日
程　

12
月
18
日
（
金
）

Ｃ
日
程　

平
成
28
年
２
月
４
日
（
木
）

　

寄
宿
舎
を
完
備
し
て
お
り
、
遠
隔
地
か
ら

の
入
校
も
可
能
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先

県
立
鹿
屋
高
等
技
術
専
門
校

☎
０
９
９
４
・
４
４
・
８
６
７
４

平
成
28
年
度
鹿
屋
高
等
技
術
専
門
校

学
生
募
集

　

入
学
前
の
申
込
み
も
可
能
な
予
約
制
を
取

り
入
れ
て
い
ま
す
。

申
込
書
配
布
期
間

　

11
月
10
日
（
火
）
～
平
成
28
年
１
月
７
日

（
木
）

申
込
書
提
出
期
限

　

平
成
28
年
１
月
７
日
（
木
）
17
時

奨
学
生
内
定
通
知　

平
成
28
年
３
月
予
定

※
在
学
証
明
書
等
を
確
認
後
、
決
定
し
ま
す
。

在
学
証
明
書
の
提
出

　

平
成
28
年
４
月
末
予
定

資　
　

格

　

高
等
学
校
、
高
等
専
門
学
校
、
大
学
（
短

期
大
学
及
び
大
学
院
を
含
む
。）
ま
た
は
修

業
年
限
２
年
以
上
の
教
育
施
設
も
し
く
は
養

成
所
等
に
在
学
す
る
品
行
方
正
、
学
業
優
秀
、

平
成
28
年
度
伊
佐
市
奨
学
生
募
集

心
身
良
好
な
学
生
で
、
そ
の
保
護
者
が
本
市

に
在
住
し
、
か
つ
、
学
資
の
支
弁
が
困
難
と

認
め
ら
れ
る
人

貸
付
金
額
（
月
額
）

○
高
等
学
校
、
高
等
専
門
学
校
（
１
～
３
年

　

生
）
ま
た
は
教
育
養
成
所
等
の
高
等
課
程

　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
万
円
以
内

○
高
等
専
門
学
校
（
４
・
５
年
生
）、
大
学

　

ま
た
は
教
育
養
成
所
等
の
専
門
課
程

　

５
万
円
以
内

最
長
貸
付
期
間

　

平
成
28
年
４
月
分
か
ら
、
そ
の
者
の
在
学

す
る
学
校
の
正
規
の
最
短
修
業
期
間
を
終
了

す
る
月
の
分
ま
で

貸
付
金
の
返
済
（
無
利
子
）

　

卒
業
後
12
年
以
内
償
還
（
１
年
据
置
）

申
込
書
配
布
場
所

　

教
育
委
員
会
総
務
課
（
菱
刈
庁
舎
）、
ま

た
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

で
き
ま
す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

教
育
委
員
会
総
務
課　
　
　

☎
㉓
１
３
１
１

受
講
資
格　

概
ね
60
歳
以
上
の
人

申
込
期
限　

11
月
17
日
（
火
）

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

伊
佐
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

☎
㉒
１
１
６
６

　

秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

相
談
は
無
料
、
予
約
が
必
要
で
す
。

日　
　

時　

12
月
９
日
（
水
）

　
　
　
　
　

13
時
30
分
～
15
時
30
分

場　
　

所　

大
口
保
健
所

予
約
・
問
い
合
わ
せ
先

大
口
保
健
所
保
健
係
（
担
当
：
片
野
坂
）

　

☎
㉓
５
１
０
３

医
師
に
よ
る
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
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（
９
月
９
日
～
９
月
30
日
受
付
分
）

末
永　

結ゆ
う
せ
い晟

（
信
行
・
元
町
実
業
）

諏
訪　

友ゆ
う
ご胡

（
巧
三
・
土
瀬
戸
）

瀬
　々

真ま
な愛

（
昭
彦
・
西
永
尾
）

玉
利　

真ま

ゆ

ら
優
良
（
滉
樹
・
プ
レ
ジ
ー
ル
菱
刈
）

作
田　

祥さ
ち

（
敏
行
・
下
馬
場
）

恒
吉　

結ゆ
う
と斗

（
秀
樹
・
曽
木
）

深
田　

翔か
け
る大

（
一
希
・
浜
里
）

宮
薗　

力り
き
や弥

（
明
秀
・
鳥
巣
上
）

吉
加
江　

那な
な奈

（
斉
央
・
朝
日
町
）

※
８
月
受
付
分

石
井　

翔か
け
る琉

（
洋
平
・
プ
レ
ジ
ー
ル
菱
刈
）

（
９
月
１
日
～
９
月
30
日
受
付
分
）

大
口
地
区

一　

義
雄　
　
　
　

89　
（
原
田
）

今
村　

忠
美　
　
　

88
（
陣
之
尾
）

上
床　

ヨ
シ
ミ　
　

92
（
一
の
山
）

後
藤　

英
智　
　
　

56
（
郡
山
）

重
久　

利
德　
　
　

85
（
水
ノ
手
）

竹
村　

星
輝　
　
　

84
（
新
青
木
）

泊　

五
矢　
　
　
　

90
（
朝
日
町
）

中
満　

朝
行　
　
　

81
（
里
町
）

山
田　

正
和　
　
　

26
（
下
青
木
）

山
野
地
区

岩
下　

明　
　
　
　

86
（
尾
之
上
）

小
原　

德
義　
　
　

91
（
平
出
水
上
）

川
畑　

ア
イ
子　
　

89
（
境
目
）

安
田　

茂　
　
　
　

86
（
平
原
）

羽
月
地
区

大
平　

イ
ク
ヨ　
　

83　
（
駅
前
）

狩
集　

キ
ミ
子　
　

84
（
羽
山
）

下
白
木　

チ
マ　
　

95
（
白
木
）

堀
ノ
内　

サ
ツ　
　

87
（
並
木
）

西
太
良
地
区

菅
佐
𠩤　

さ
ち
子　

78　
（
門
前
）

菱
刈
地
区

緒
方　

登　
　
　
　

82　
（
前
目
上
）

上
村　

ハ
ル
エ　
　

91
（
下
馬
場
）

齊
藤　

シ
ヅ
ヱ　
　

81
（
築
地
中
）

葊
橋　

タ
ミ
子　
　

82
（
下
手
浜
場
）

松
元　

克
久　
　
　

70
（
山
下
）

宮
田　

チ
マ
子　
　

83
（
平
沢
津
）

　

変更期日　11月１日（日）

変更時刻　18 時を 17 時に

　緊急非常サイレンとお間違い
のないようご注意ください。

広告

　

　載帽式（たいぼうしき）とは、看護師を
めざす学生たちが、初めての病院実習に臨
む直前に、教員が学生一人ひとりにナース
キャップを与え、看護師をめざすものとし
ての職業に対する意識を高め、またその責
任の重さを自覚させるための儀式です。
　ナースキャップをつけてもらった載帽生
が、ナイチンゲール像から灯りを受け取り、
そのキャンドルの明りの中でナイチンゲー
ル誓詞（看護師として必要な考え方・心構
え）を朗読します。

写真撮影：平成 26 年 10 月 24 日

【今月の表紙】

「載帽式」

　10 月活動

○大口小学校　○羽月西小学校（写真）

　
　

　
　　　  伊佐さわやかあいさつ運動
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市
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口
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地
　

　
　

　
　

　
　

　
         Tel 0995-23-1311　
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■
編

集
／

伊
佐

PR
課

     Tel 0995-29-4113　
 ■

印
刷

／
㈲

大
口

新
生

社
印

刷

　

編
集
後
記

人口のうごき

H27.10. １現在（前月比）

（住民基本台帳から）
◆ ◆

特
集
記
事
の
た
め
准
看
護
学
校
へ
―
。
教
務
主

任
の
先
生
は
と
て
も
穏
や
か
に
熱
心
な
対
応
を
し

て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
知
ら
な
い
こ
と
ば
か
り
の

私
は
、
ま
る
で
入
学
希
望
者
の
よ
う
に
先
生
を
質

問
攻
め
に
し
て
い
ま
し
た
。
今
月
の
表
紙
「
載
帽

式
」
の
こ
と
も
そ
の
一
つ
で
、『
10
月
に
「
式
」

っ
て
中
途
半
端
な
時
期
に
あ
る
ん
だ
な
あ
、
頭
に

ナ
ー
ス
キ
ャ
ッ
プ
を
載
せ
て
も
ら
え
る
っ
て
こ
と

は
准
看
護
師
に
な
れ
た
、「
卒
業
式
」
み
た
い
な

も
の
で
し
ょ
う
か
。』
と
大
間
違
い
。
23
頁
に
書

い
た
よ
う
に
、
載
帽
式
は
卒
業
で
は
な
く
、
看
護

学
生
と
し
て
覚
悟
の
ス
タ
ー
ト
だ
っ
た
ん
で
す
ね
。

学
生
の
平
均
年
齢
は
高
く
、
子
育
て
中
や
働
き

な
が
ら
学
ぶ
人
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
社
会
貢

献
が
で
き
、
人
の
心
に
ま
で
癒
し
を
与
え
る
素
晴

ら
し
い
職
業
だ
と
思
い
ま
す
。
准
看
護
師
を
取
得

し
た
あ
と
進
学
し
て
看
護
師
免
許
も
取
れ
る
そ
う

で
す
。
テ
ス
ト
や
実
習
が
続
き
、
大
変
な
学
生
生

活
だ
と
は
思
い
ま
す
が
、
家
族
の
協
力
と
年
齢
の

不
利
を
補
っ
て
余
り
あ
る
熱
意
が
あ
り
興
味
の
あ

る
方
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

久
し
ぶ
り
の
座
学
や
年
の
違
う
ク
ラ
ス
メ
イ
ト

は「
一
生
の
宝
」に
な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

総人口　27,669 人　  （－       52）
　男　　12,792 人　  （－       27）
　女　　14,877 人　  （－       25）
世帯数　13,874 世帯  （－       16）

検索

　このコーナーでは、皆さ
んからの「お便り」や「写
真」をお待ちしています。

【投稿について】
◆お便りは、字数 200 文字
　以内。写真は、１枚につ
　き 50 文字以内。（文章は、
　必要に応じて添削する場
　合があります）
◆住所・氏名・年齢・性別・
　電話番号・ペンネーム（記
　入がない場合イニシャル
　で掲載します）を記入の
　上、伊佐ＰＲ課までご投
　稿ください。
◆投稿は、はがき・封書・
　メールまたは直接伊佐Ｐ
　Ｒ課（大口ふれあいセン
　ター２階）へ
◆締切は、毎月 10 日
※営利目的や個人、団体を
　批判・中傷するような内
　容は掲載できません。
※紙面の都合上、掲載でき
　ないこともあります。

【投稿・問い合わせ先】    
〒８９５－２５１１　
伊佐市大口里２８４５番地２
伊佐ＰＲ課

「和みのひろば」係
☎�４１１３

koho@city.isa.lg.jp

去
年
の
夏
に
伊
佐
で
合
宿
し
た
車
椅
子
バ
ス
ケ

日
本
代
表
の
皆
さ
ん
を
テ
レ
ビ
で
観
ま
し
た
。
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
予
選
大
会
で
３
位
と
大
健
闘
。

伊
佐
で
合
宿
し
た
方
が
世
界
を
相
手
に
戦
っ
て
い

る
姿
を
観
る
と
身
内
が
試
合
し
て
い
る
よ
う
で
、

応
援
に
も
力
が
入
り
ま
し
た
。
高
校
生
の
鳥
海
く

ん
が
去
年
よ
り
大
き
く
な
っ
て
た
く
ま
し
く
な
っ

て
い
ま
し
た
。
彼
は
２
０
２
０
年
の
東
京
パ
ラ
リ

ン
ピ
ッ
ク
で
中
心
選
手
に
な
る
と
の
こ
と
。
こ
れ

か
ら
も
伊
佐
市
に
ご
縁
の
で
き
た
日
本
代
表
を
応

援
す
る
ぞ
。
が
ん
ば
れ
ニ
ッ
ポ
ン
！

（
大
口　

ゴ
ー
ゴ
ー
ジ
ャ
パ
ン　

40
代
）

こ
れ
ま
で
少
し
興
味
が
あ
る
程
度
だ
っ
た
車
椅

子
バ
ス
ケ
の
五
輪
予
選
の
大
会
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ス
タ
ッ
フ
と
し
て
参
加
し
、
ス
ピ
ー
ド
感
と
迫
力

に
心
奪
わ
れ
ま
し
た
。
選
手
の
近
く
で
お
手
伝
い

出
来
た
喜
び
は
も
ち
ろ
ん
、
車
い
す
席
に
ご
案
内

し
た
お
客
様
が
毎
日
観
戦
に
来
て
く
だ
さ
っ
て
い

た
こ
と
が
嬉
し
か
っ
た
で
す
。
大
会
は
終
わ
り
ま

し
た
が
、
周
囲
に
魅
力
を
広
め
る
な
ど
、
私
な
り

の
方
法
で
車
椅
子
バ
ス
ケ
を
盛
り
上
げ
る
こ
と
が

で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
人
生
の
思
い
出
に
残
る

最
高
の
５
日
間
で
し
た
。（

牛
尾　

Ｏ
・
Ｙ　

30
代
）

幼
き
頃
、
11
月
23
日
の
湯
之
尾
ホ
ゼ
を
楽
し
み

に
し
て
い
た
。
年
に
一
度
、
参
道
の
出
店
で
綿
菓

子
な
ど
を
買
い
食
い
す
る
こ
と
で
あ
る
。
笛
太
鼓

の
音
が
聞
こ
え
る
と
、
拝
殿
前
に
行
っ
て
４
匹
の

シ
シ
コ
マ
を
確
認
し
て
、
早
々
に
下
の
運
動
場
に

逃
げ
る
の
で
あ
る
。御
神
体
を
乗
せ
た
神
輿
が「
浜

下
り
」
し
て
く
る
と
シ
シ
コ
マ
が
子
ど
も
を
追
い

か
け
回
し
頭
に
噛
み
つ
く
の
で
あ
る
。
怖
く
て
必

死
で
逃
げ
た
も
の
だ
。
噛
ま
れ
る
と
一
年
間
無
病

息
災
と
言
わ
れ
て
い
る
。
今
年
も
元
気
で
お
参
り

に
行
こ
う
と
思
っ
て
い
る
。

（
湯
之
尾　

Ｋ
子　

70
代
）

　

ｎ
ａ
ｇ
ｏ
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ｉ
ｒ
ｏ
ｂ
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お

便
りありがと

う

和み
な ご

ｈｉｒｏｂａ

ｎｏ

の
ひろば

ｎａｇｏｍｉ

和み
な ご

ｈｉｒｏｂａ

ｎｏの ひろば
ｎａｇｏｍｉ


